
微
細
化
・
高
集
積
化
進
む
半
導
体
重
要
性
増
す
位
置
決
め
技
術

安川電機モーションコントロール事業部営業企画部

　
半
導
体
製
造
に
利
用
さ
れ
る
シ
リ
コ
ン
ウ
エ
ハ
ー
の
サ
イ
ズ
は
大
口
径
化
し
て
い
る
。
現
在
の
ウ
エ
ハ
ー
サ
イ

ズ
の
最
大
直
径
は
３
０
０

。
さ
ら
な
る
生
産
の
効
率
化
に
向
け
、
業
界
で
は
２
０
１
２
年
、
直
径
４
５
０

ウ
エ
ハ
ー
に
よ
る
生
産
実
現
を
目
指
し
て
い
る
。
ま
た
、
回
路
線
幅
の
微
細
化
も
進
ん
で
い
る
。
Ｎ
Ａ
Ｎ
Ｄ
型

フ
ラ
ッ
シ
ュ
メ
モ
リ
ー
で
は

台
の
量
産
が
行
わ
れ
て
い
る
。
位
置
決
め
技
術
は
半
導
体
と
い
う
モ
ノ
づ
く

り
に
貢
献
し
て
い
る
。

高
効
率
化
の
ポ
イ
ン
ト
オ
ー
プ
ン
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
対
応
な
ど
も

Ｓ
Ｅ
Ｍ
Ｉ
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
Ｆ
準
拠
装
置
安
定
稼
働
が
高
効
率
生
産
に

製
造
装
置
・
コ
ン
ポ
ー
ネ
ン
ト
メ
ー
カ
ー
省
エ
ネ
へ
の
取
り
組
み

　
環
境
負
荷
の
低
減
を
実
現
す
る
た
め
の
カ
ギ
と
な

る
キ
ー
デ
バ
イ
ス
、
半
導
体
―
。
半
導
体
自
体
、
そ

し
て
半
導
体
の
生
産
工
程
に
お
い
て
も
よ
り
一
層
の

環
境
負
荷
低
減
に
向
け
て
、
技
術
開
発
が
進
ん
で
い

る
。
生
産
工
程
に
お
い
て
は
各
社
が
別
々
に
取
り
組

む
の
で
は
な
く
、
生
産
に
関
わ
る
す
べ
て
の
メ
ー
カ

ー
が
協
力
し
て
、
全
体
の
最
適
化
を
図
ろ
う
と
動
き

は
じ
め
て
い
る
。

ＳＥＭＩジャパン省エネＷＧ排気や純水もテーマに

（ ） 　　 （第２部） ２０１１年 平成２３年 ２月２４日 木曜日 　　

　
半
導
体
製
造
装
置
・
コ
ン

ポ
ー
ネ
ン
ト
の
業
界
団
体
で

あ
る
Ｓ
Ｅ
Ｍ
Ｉ
ジ
ャ
パ
ン
は

Ｅ
Ｈ
Ｓ
＆
ア
ド
ボ
カ
シ
ー
部

が
中
心
と
な
っ
て
、
省
エ
ネ

ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ

Ｗ

Ｇ

を
設
立
。
こ
れ
ま
で
、

半
導
体
製
造
装
置
業
界
の
省

エ
ネ
活
動
や
グ
リ
ー
ン
ハ
ウ

ス
ガ
ス

温
室
効
果
ガ
ス

Ｇ
Ｈ
Ｇ

削
減
へ
の
取
り
組

み
を
支
援
し
て
き
た
。

　
同
Ｗ
Ｇ
は
Ｓ
Ｅ
Ｍ
Ｉ
会
員

企
業
だ
け
で
な
く
、
電
子
情

報
産
業
技
術
協
会

Ｊ
Ｅ
Ｉ

Ｔ
Ａ

、
日
本
空
気
清
浄
協

会

Ｊ
Ａ
Ｃ
Ａ

、
日
本
半

導
体
製
造
装
置
協
会

Ｓ
Ｅ

Ａ
Ｊ

会
員
企
業
に
も
呼
び

か
け
、
毎
年
、
省
エ
ネ
座
談

会
を
開
催
し
て
い
る
。
昨
年

月
の
テ
ー
マ
は
「
半
導
体

既
存
工
場
の
省
エ
ネ
化
、
そ

の
打
開
策
は
？
」
。

　
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
で

は
デ
バ
イ
ス
メ
ー
カ
ー
側
出

席
者
が
省
エ
ネ
化
の
実
例

や
、
今
後
の
課
題
と
し
て
の

プ
ロ
セ
ス
見
直
し
も
含
め
た

設
備
の
省
エ
ネ
施
策
、
装
置

の
ア
イ
ド
リ
ン
グ
時
の
省
エ

ネ
対
策
な
ど
の
必
要
性
な
ど

を
紹
介
。
一
方
、
コ
ン
ポ
ー

ネ
ン
ト
メ
ー
カ
ー
側
か
ら
は

機
器
の
省
エ
ネ
化
の
現
状
が

解
説
さ
れ
、
装
置
メ
ー
カ
ー

と
の
連
携
を
求
め
る
提
案
が

あ
っ
た
。
ま
た
、
パ
ネ
ル
デ

ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
デ
バ

イ
ス
メ
ー
カ
ー
、
装
置
・
コ

ン
ポ
ー
ネ
ン
ト
メ
ー
カ
ー
、

電
力
会
社
か
ら
パ
ネ
リ
ス
ト

が
参
加
。
活
発
な
意
見
交
換

が
行
わ
れ
た
。

　
Ｓ
Ｅ
Ｍ
Ｉ
ジ
ャ
パ
ン
省
エ

ネ
Ｗ
Ｇ
で
は
今
年
も
省
エ
ネ

座
談
会
を
開
催
す
る
予
定

だ
。
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
ー
の
最

適
化
に
関
す
る
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
を
今
年
も
継
続
的
し

て
い
く
。
昨
年
ま
で
検
討
を

進
め
た
冷
却
水
に
加
え
、
今

年
は
排
気
や
純
水
な
ど
の
勉

強
会
も
行
う
方
針
。
業
務
用

モ
ー
タ
ー
を
対
象
に
し
た
省

エ
ネ
規
制
の
動
向
も
取
り
上

げ
て
い
き
た
い
と
い
う
。

　
環
境
負
荷
の
低
減
に
向
け

て
、
半
導
体
デ
バ
イ
ス
メ
ー

カ
ー
、
製
造
装
置
メ
ー
カ

ー
、
コ
ン
ポ
ー
ネ
ン
ト
メ
ー

カ
ー
、
施
設
・
設
備
メ
ー
カ

ー
が
そ
れ
ぞ
れ
に
取
り
組
み

を
行
っ
て
い
る
。
し
か
し
、

個
別
で
取
り
組
む
省
エ
ネ
策

は
す
で
に
限
界
に
近
付
い
て

い
る
。
一
層
の
負
荷
低
減
を

実
現
し
て
い
く
た
め
、
半
導

体
デ
バ
イ
ス
製
造
に
関
わ
る

す
べ
て
の
メ
ー
カ
ー
、
そ
し

て
業
界
団
体
が
協
力
し
て
、

全
体
の
最
適
化
を
目
指
す
。

　
生
産
効
率
向
上
を
目
指
す

上
で
さ
ら
な
る
ポ
イ
ン
ト
は

装
置
の
安
定
稼
働
で
あ
る
。

半
導
体
製
造
装
置
な
ど
の
国

際
的
な
工
業
会
で
あ
る
Ｓ
Ｅ

Ｍ
Ｉ
は
自
主
規
格
、
Ｓ
Ｅ
Ｍ

Ｉ
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
の
「
Ｆ

」
を
リ
リ
ー
ス
し
て
い

る
。
こ
の
規
格
は
半
導
体
製

造
装
置
の
電
圧
降
下
時
に
お

け
る
性
能
に
関
す
る
も
の
。

Ｓ
Ｅ
Ｍ
Ｉ
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
に

準
拠
し
た
高
品
質
な
電
源
に

し
た
こ
と
で
装
置
を
安
定
稼

働
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

当
社
で
は
「
Σ
―
Ｖ
」
の
Ａ

Ｃ
２
０
０

入
力
タ
イ
プ
で

「
Ｆ

」
を
取
得
し
た
。

　
ま
た
、
位
置
決
め
に
利
用

す
る
モ
ー
タ
ー
制
御
の
デ
ー

タ
通
信
高
速
化
に
も
着
目
し

た
。
そ
こ
で
「
Ｍ
Ｅ
Ｃ
Ｈ
Ａ

Ｔ
Ｒ
Ｏ
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｋ
―

」
に

対
応
し
た
製
品
・
機
種
を
ラ

イ
ン
ア
ッ
プ
さ
せ
た
。
こ
の

オ
ー
プ
ン
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は

モ
ー
シ
ョ
ン
制
御
に
必
要
な

完
全
同
期
制
御
が
可
能
で
あ

り
、
リ
ア
ル
タ
イ
ム
性
も
高

い
と
い
う
特
徴
が
あ
る
。

　
装
置
自
体
も
電
気
・
電
子

機
器
に
含
ま
れ
る
特
定
有
害

物
質
の
使
用
制
限
に
関
す
る

欧
州
議
会
及
び
理
事
会
指
令

Ｒ
ｏ
Ｈ
Ｓ

を
は
じ
め
と

す
る
環
境
規
制
や
、
安
全
規

制
な
ど
へ
の
対
応
を
行
っ
て

い
く
必
要
も
あ
る
。
「
Σ
―

Ｖ
」
は
Ｒ
ｏ
Ｈ
Ｓ
規
制
に
対

応
し
て
い
る
ほ
か
、
機
械
を

安
全
に
停
止
さ
せ
る
た
め
の

国
際
規
格

Ｉ
Ｅ
Ｃ
６
０
２

０
４
―
１

な
ど
に
も
対
応

さ
せ
た
。

　
ウ
エ
ハ
ー
の
大
口
径
化
が

進
ん
で
い
る
の
は
１
枚
当
た

り
の
ウ
エ
ハ
ー
か
ら
取
れ
る

チ
ッ
プ
の
数
を
増
や
す
こ
と

が
で
き
る
か
ら
だ
。
ま
た
回

路
線
幅
の
微
細
化
は
デ
バ
イ

ス
の
高
速
・
高
機
能
化
、
低

消
費
電
力
化
を
向
上
さ
せ
る

た
め
で
あ
る
。
生
産
効
率
の

向
上
、
加
工
精
度
の
微
細
化

進
展
に
は
製
造
装
置
や
製
造

工
程
で
の
位
置
決
め
や
制
御

に
お
け
る
高
精
度
・
高
速
・

高
応
答
化
が
有
効
な
手
段
だ

と
い
え
る
。
ま
た
、
安
全
性

の
向
上
、
調
整
を
行
う
際
の

使
い
や
す
さ
、
オ
ー
プ
ン
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
へ
の
対
応
な
ど

も
高
効
率
化
の
ポ
イ
ン
ト
と

な
る
だ
ろ
う
。

　
生
産
効
率
向
上
に
は
マ
シ

ン
の
立
ち
上
げ
時
間
短
縮
が

重
要
だ
と
考
え
る
。
そ
こ
で

当
社
の
Ａ
Ｃ
サ
ー
ボ
ド
ラ
イ

ブ
「
Σ
―
Ｖ

シ
グ
マ
・
フ

ァ
イ
ブ

シ
リ
ー
ズ
」
の
場

合
に
は
サ
ー
ボ
を
自
動
調
整

す
る
「
新
調
整
レ
ス
機
能
」

や
マ
シ
ン
の
動
き
を
自
動
的

に
最
適
調
整
す
る
「
新
ア
ド

バ
ン
ス
ト
オ
ー
ト
チ
ュ
ー
ニ

ン
グ
機
能
」
な
ど
を
搭
載

し
、
マ
シ
ン
立
ち
上
げ
の
効

率
化
を
実
現
し
た
。

　
一
方
、
ボ
ン
デ
ィ
ン
グ
工

程
に
利
用
さ
れ
る
ダ
イ
ボ
ン

ダ
ー
で
は
制
御
性
能
向
上
が

求
め
ら
れ
て
い
る
。
微
細
化

に
対
応
す
る
た
め
に
は
位
置

決
め
の
高
精
度
化
が
重
要
。

ま
た
、
生
産
効
率
向
上
の
た

め
に
は
モ
ー
シ
ョ
ン
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
を
高
速
化
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
当
社
で
は
サ
ー
ボ
の
高
機

能
・
高
性
能
化
と
オ
ー
プ
ン

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
へ
の
対
応
に

よ
っ
て
、
ユ
ー
ザ
ー
の
高
速

・
高
精
度
化
と
い
う
ニ
ー
ズ

に
応
え
よ
う
と
考
え
た
。
そ

こ
で
「
Σ
―
Ｖ
シ
リ
ー
ズ
」

で
は
こ
の
高
速
化
を
実
現
す

る
た
め
に
、
位
置
決
め
指
令

が
完
了
し
、
要
求
位
置
に
行

き
着
く
ま
で
の
時
間
で
あ
る

位
置
決
め
整
定
時
間
を
短
縮

し
て
い
る
。

　
ポ
イ
ン
ト
は
サ
ー
ボ
の
速

度
周
波
数
応
答
を
１
・
６

に
す
る
こ
と
で
応
答
性
を

高
め
た
こ
と
だ
。
こ
れ
に
よ

り
、
位
置
決
め
整
定
時
間
の

０
―
４

秒
へ
の
短
縮
を
実

現
し
た
。
ま
た
高
精
度
化
は

１
回
転
あ
た
り
１
０
０
万
パ

ル
ス

エ
ン
コ
ー
ダ

ー

の
高
分
解
能
エ
ン
コ
ー

ダ
ー
を
搭
載
す
る
こ
と
で
対

応
し
て
い
る
。


